
井戸の応急復旧に向けた対応について

現地調査（洗浄実施の可否確認）・洗浄。洗浄効果が無ければ掘り直し等

１）井戸洗浄希望者

２）復旧作業（掘り直し等）希望者

○住民の皆様に対して、井戸の掘り直し（従来と同様の井戸）等が可能な業者のリストを周知するとと
もに、費用については支援を行います。

○井戸の機能が回復した場合、周囲の被災者への給水支援などにご協力いただきます。
〇また、八代市に井戸復旧等に係るコールセンターを設置し、支援制度に関する解説等を行います。
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これまでの対応
○８月15日から被害状況や住民のニーズ等を把握し、希望者へ井戸の現地調査・洗浄を順次実施。
○９月６日時点で、支障ありとのニーズは約3,400件（八代市）。
○これまでの実績から、約６割程度の世帯で掘り直し（従来と同様の井戸）が必要な見込み。

今後の対応

井戸の掘り直し等※の流れ

業者リストを提供、各世帯で業者に依頼し、掘り直し等

隣接する世帯（４戸まで）で共同井戸を設置等

確認事項

・今回説明するものは「掘り直し（簡易井戸打ち込み）」の文言のままで大丈夫か？隣家の既存井戸にポンプ設備
等をつなげて給水する方策をいれると思うので、掘り直し等（簡易井戸打ち込み）のほうがよいのでは？

・「隣接する世帯（４戸まで）で共同井戸を設置等」は、「※現地調査により各戸では作業スペースがないなど掘り直
しが不可能なことが判明した場合」と注釈あるが、これは優先順位をつけないという方針になったと理解しており削
除でよいか？（現在の案では削除）

修正案の意図
○全体的に、年代層が上の方が多いと思われるため活字情報を大きく見やすくした
○上のハコ

・内訳の件数の削除：他市町の情報は不要。川北・南も対住民には不要な情報と思われたので削除。
・他方でトータル件数は残した：これだけたくさんあるので、長期間の順番待ちがありうる旨の暗示のため

○下のハコ

・「八代市コールセンター」について、下の矢印のところにも記載があったが上のみに統一（下のは削除）。５戸以
上の場合は、話が発散すると思い削除しましたが、必要あれば元イキでも大丈夫です。

※井戸の修理業者数は限られています。
市民全体での水の早期確保のため、水道
給水区域内で、住宅の前面道路に水道本
管が通っている方は、まず、水道への接
続をご検討ください。

※洗浄可能な場合は
洗浄を実施

水道本管の埋設箇所は、八代市
公開型GIS「やつしろデジタルマッ
プ」から確認することができます。



井戸の洗浄作業の概要

調査・洗浄

掘り直し等※

国は災害救助法に基づき洗浄費用を支援します。

・井戸の中の泥や砂を除去・洗浄した上
で、井戸内の不具合を調査します。

・井戸水対応チーム※から施工業者を派遣
します。
※井戸水対応チームは国・熊本県・八代市・全国さく井協会によ
る支援組織です。

機能回復しなかった場合
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現地踏査
・井戸の設置状況を確認し、洗浄を実施
可能かを判断します。

・井戸水対応チーム※から専門業者を派遣
します。
※井戸水対応チームは国・熊本県・八代市・全国さく井協会によ
る支援組織です。

申込み
・アンケート（実施済）または市のWEB
サイトから申し込みます。

→ https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00326949/index.html

・住民の方の費用の負担はありません。

洗浄が可能な場合

洗
浄
が
不
可
能
な
場
合

※掘り直し等にも支援がありますが、
支援限度額を超えた場合には自己負担が発生します。

https://www.city.yatsushiro.lg.jp/kiji00326949/index.html


井戸の復旧作業（掘り直し等）の概要

⚫ 井戸の機能が回復した場合、地域の断水が解消するまでの間、周囲の被災者への給水支援など
にご協力いただきます。

⚫ 井戸が飲用水を得る唯一の手段である、以下の方々は、井戸の復旧作業（掘り直し等）が可能で
す。なお、り災証明書は不要です（家屋の損傷度合いは問わない）。
⚫ １）井戸孔がコンクリートで被覆されている等により、「洗浄を実施できなかった。」
⚫ ２）洗浄では井戸の機能が回復しないことが判明し、「洗浄を実施しなかった。」
⚫ ３）井戸の洗浄を実施したものの、「井戸の機能が回復しなかった。」

⚫ 井戸の復旧は、４ページのいずれかの方法を想定しています。
⚫ これらの復旧に対しては、１世帯あたり最大で75.7万円の支援があります（※一部、条件がありま

す）。県外業者が修理する場合の掛かり増し経費（移動費・宿泊費等）については、別途修理業者
に市が直接補助する予定です。

⚫ こうした現場作業が可能な修理業者のリストを追ってご提示させていただく予定です。

⚫ 作業実施にあたっては、住民の皆様から修理業者にご連絡をとっていただき、見積もり書等を添
付して市に修理の申し込みを行っていただきます。

⚫ 井戸の掘り直し作業には一定程度の作業スペースが必要です。

井戸掘削に必要な作業スペース（平面図）
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井戸の掘り直し作業の様子

○井戸の応急修理にかかる費用
費用は井戸の故障の状況、工法、地盤、掘削深度、
作業スペース等の状況により大きく異なります。実
際の費用は、修理業者に見積を依頼してください。

（参考：修理業者の見積例（税込金額））
硬質ポリ塩化ビニル管（口径50mm）、掘削深30m

の小規模井戸のパーカッション工法による掘り直し
の費用

・井戸本体の掘り直し：約57万円
（地盤や工法等により変動あり）

・ポンプ設置：約19万円
（ポンプの仕様等により変動あり）



井戸の復旧方法

最大75.7万円/世帯

被災井戸を
単独世帯で掘り直し

掘
り
直
し

被
災
井
戸

個人
ポンプ

被災しなかった世帯の既設井戸を
複数世帯（最大4世帯）で

共用するためのポンプ・配管整備

既
設
井
戸

被
災
井
戸

隣接世帯の
井戸を共用

※共用できる世帯数は 既設井戸の給水能力に応じる

複数
世帯用
ポンプ

（被
災
無
）

最大75.7万円/世帯×ｎ世帯
（最大３世帯）

※優先順位により、申請時の順番と異なる場合があります。

最大75.7万円/世帯×ｎ世帯
（最大４世帯）

被災井戸を
複数世帯（最大4世帯）での

共用を前提に掘り直し

被
災
井
戸

被
災
井
戸

隣接世帯と
復旧井戸を共用複数

世帯用
ポンプ

掘
り
直
し
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※世帯同士が接していることなど、支援には条件が

ありますので、事前に市コールセンターにご相談ください。

※県外業者が修理する場合の掛かり増し経費（移動費・宿泊費等）については、別途修理業者に市が直接補助する予定です。



修理申込前準備

④見積書提示

⑤見積書、洗浄不可の申出書
を入手し次ページへ

①修理業者紹介依頼
・見積書依頼

住民（被災者） 県

①洗浄申込み ②受理、調整 ③調整

④現地踏査
（洗浄実施の可否確認、
可能な場合は洗浄）⑤完了確認 注1

②修理業者紹介（井戸等）

（１）原因調査 県（（一社）全国さく井協会等）による現地踏査（洗浄実施の可否確認）を希望する場合

（２）原因調査 県（（一社）全国さく井協会等）による現地踏査（洗浄実施の可否確認）を希望しない場合

注2 洗浄実施不可の結果の内容（例）
（１）井戸に被害を受けたものの構造等の問題により洗浄の実施が困難と判断された。
（２）井戸に損傷がなく、配管、継手、砂取器、受水槽、弁、水栓、電動機等の損傷と判断された。

注１ 完了確認の内容
（１）井戸孔がコンクリートで被覆されている等により、「洗浄を実施できなかった。」 → (2)①へ
（２）洗浄では井戸の機能が回復しないことが判明し、「洗浄を実施しなかった。」 → (2)①へ
（３）井戸の洗浄を実施したものの、「井戸の機能が回復しなかった。」 → (2)①へ
（４）井戸の洗浄を実施したことで、「井戸の機能が回復した。」 → 井戸復旧

井戸復旧に係る手続きの流れ

③現地踏査
（洗浄実施の可否確認）

可

否:注2
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※(1)で現地踏査を実施
済の場合は省略し④へ

市町村 （一社）全国さく井協会等

修理業者



住民（被災者） 修理業者市町村

③工事実施連絡

④工事依頼・請書送付
(A：応急修理分)

①応急修理申込書 注3 ②審査

⑥請書送付
（A：応急修理分）

⑨個人契約
（B：被災者負担分）

⑫工事完了確認

⑬完了報告、
費用請求

⑪工事実施

⑭審査・支払い
（A：応急修理分）

⑯個人契約の支払い
（B：被災者負担分）

⑮受領
（A：応急修理分）

⑰受領
（B：被災者負担分）

修理申込～
工事実施

精算手続

⑩個人契約
（B：被災者負担分）

注3 提出書類等
応急修理申込書、被害状況申出書、資力に関する申出書、修理前の現況が分かる写真、修理見積書（井戸、設
備など）、井戸等の応急修理申込チェックシート等
（修理見積書及び洗浄による井戸機能回復が見込めないことを証する申出書は、後日提出でも可能ですが、工事決
定の審査のために必要です。）

⑦請書受領・契約
（A：応急修理分）

⑤工事受託
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自己負担が生じる場合

⑧工事内容確認
（Ａ：応急修理分）

井戸復旧に係る手続きの流れ



井戸の復旧等に関する留意事項

⚫ 災害救助法の通常の手続きでは、被災者が市に応急修理を申込みして、市の審査を受け
てから、修理業者と契約（支援限度額の範囲内：市 修理業者、限度額の範囲外：被災者

修理業者）することとされています。

⚫ 一方、被災者の中には、井戸の復旧について自治体が相談・受付を開始するよりも前に、
修理業者に工事を依頼している場合があります（契約：被災者 修理業者）。支払い前の
場合は、速やかにコールセンターにご相談ください。なお、工事完了し、被災者が修理業者
に修理費用を支払い済の場合は、支援対象にはなりません。

井戸の洗浄が不可だった等の被災者が、修理総額80万円の工事について、30万円分を応急修理として行う場合

※「災害救助法の制度概要（R7.10版） 内閣府」を一部編集

総額60万円の工事について、全額を応急修理として行う場合

60万円
（自治体契約）

60万円（個人契約）自治体契約に変更

60万円
（自治体契約）

60万円（個人契約で既に支払い）
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※被災者が既に工事を発注している場合であっても、
修理業者に契約者の変更契約に応じて貰える場合に
は、自治体は応急修理の対象として差し支えない。

自己負担なし



井戸の復旧等に関する留意事項（続き）

井戸の洗浄が不可だった等の被災者が、修理総額80万円の工事について、30万円分を応急修理として行う場合

※「災害救助法の制度概要（R7.10版） 内閣府」を一部編集

総額100万円の工事について、75.7万円を応急修理として行う場合

24.3万円
（個人契約）

75.7万円
（自治体契約）

100万円（個人契約）を24.3万円の
個人契約に変更

75.7万円
（自治体契約）

100万円（個人契約で既に支払い）
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※被災者が既に工事を発注している場合であっても、
修理業者に変更契約（100万円→24.3万円に変更）に
応じて貰える場合には、自治体は応急修理の対象と

して差し支えない。



きめ細やかな応急給水について

Google Maps
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二見エリア

9月1日より給水ポイントを

約４倍に拡大
(６箇所から２３箇所に拡大)

○特に井戸利用者の多い球磨川・前川南側エリアにおいて、 ９月１日から、既存の６か所の
給水ポイントを２３か所へ拡大しています。

○日本水道協会、国土交通省の給水車等により、引き続き地域住民に対するよりきめ細やかな
応急給水を実施します。

前川
球磨川・前川南エリア

新たに追加する給水ポイント
（移設分含む）

継続する給水ポイント

球磨川・前川南エリア
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